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Summary

WeinvestigatedtotheextentofOkinawanhighschoolstudents，knowledgeandinterest

in：ｔｈｅoriginofthelocaldietaryhabits，historicalbackgrounddealingwiththefbrmation

ofOkinawancultur巴,andthediffer巳ntfeatureofOkmawancuUnaryculture．
●

Wediscussedwhatkindsofmaterialｓｗｏｕｌｄbeappropriatefortheclasses,andwhat

kindsoflessonscouldenhancethestudents，interestandmotivationaftermthisclassroom・

Theresultsareanalyzedandcategorizedbelow；

１．ＴｈｅOkinawanstudentshaveonlyasupe㎡icialunderstandingoftheOkinawanculinary

cultureanditshistoricalbackground・However，21.6％answeredtheywereeagerto

learn、Ｓｏｍｅ54.8％wantedtolearntosomeextent・Thestudentshaveagreatintercsｔｉｎ

ｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆｌｏｃａｌＯｋｉｎａｗａｎｃｕｌｉnaryculture、

２．Ａlｍｏｓｔ６０％ofthestudentsrepliedtheywantedtolearnaboutthelocalpractical

Cooking，thevariationandcontentsfOrtheannualevents，andtheorigmofthedistinctive

ing1℃dients、

３．８０．８％ofthestudentshadpositiveanswerstowardthesuccessionoftheculinary
culture・Someexampleincluｄｅ：“IwnattokeepOkinawanculinaryculturealive.”ａｎｄ②Ｉ
ｗａｎｔｔｏｒｅｖｉｖｅｉｔｔｏｓｏｍｅｅｘｔｅｎｔ”．Accordingtothisinvestigation，ｗｅｗｅｒｅａｂｌｅｔｏ

ｕｎｄｅｒ３ｔａｎｄｔｈｅstudents，awarenessfbrresponsibilitiesofthecunnarycultu定succession

andtheinterestsinlearning、

４．Ｗｅｎｅｅｄｔｏｃｌｅａｒｌｙｔｅａｃｈｔｈｅｌｅｓｓｏｎｓｄｅａｌｉｎｇｗｉｔｈｔｈｅｆｅａｔｕｒｅｓｏｆｔｈｅｈｉstorical

backgroundoftheOkinawa、dietaryhabitsandculinaIyculturc，whileconsideringthe
diffbrenceswithculinarycultureofMainlandJapan．

＊＊沖縄県立浦添高等学校＊家政教育教室

－１５３－
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１．緒言

本研究は「沖縄の食生活の変遷と食文化」に関

する内容について、教育現場の指導の実態と教師

の意識、および高校生の認識度と関心度を把握し

た上で、適切な指導内容の検討および教材・資料

の開発を目的としている。沖縄は琉球王国時代か

ら外来文化の影響を受け、独自の食文化を形成し

てきた。そのため、高等学校家庭科食物領域にお

いても地域の特性を認識し、実態に沿った授業内

容と教材が必要ではないかと考える。

そこで第１報では、沖縄県高等学校家庭科教師

を対象とした実態調査を行い、教師が適切と考え

ている指導内容、必要とする教材・資料は何かを

検討した。

その結果、沖縄の食生活や食文化に関する内容

を授業で取り入れていると回答した教師は多いが、

その殆どが調理実習に郷土料理を取り入れている

とし、食生活の変遷や外来文化の影響といった歴

史的な内容は少なかった。しかし、今後は授業に

取り入れたいと回答した教師は97％と肯定的な意

識は持っている。また、指導内容としては、沖縄

の食生活の変遷や、外来文化の影響といった食文

化史的な内容、および特徴的な食材の由来や扱い

方を調理実習と併せた指導内容にしたいとの意向

を示し、必要とする資料や教材は、沖縄の特徴的

な食材の由来、沖縄の食生活の変遷、本土と沖縄

の行事食比較、琉球料理の由来や系譜に関するも

のなどをあげている。

上記の結果を踏まえ、本報では沖縄県内の高校

生を対象に郷土の食生活の成り立ち、食文化形成

の歴史的背景と特徴について、どれ程の知識と関

心をもっているのか、その実態を調査し、今後、

当該内容を授業に取り入れる際にはどのような内

容が適切か、生徒が興味・関心を持ち学習意欲を

高める授業内容は何かを検討した。なお、質問項

目によって、普通科、家政科、調理科、生活情報

科などの学科別、地域別のクロス集計を行い、そ

の特徴を把握したものである。

間は平成９年９月、調査人数は782名で有効回収

率は93.7％であった。

対象者の内訳を、１）地域別、２）学科別、

３）学年別、４）性別、５）家族構成別に分類し

表１．に示す。

2．調査内容

１）沖縄の食生活や食文化に関する認識度

２）郷土料理に対する認識と継承

表１．調査対象の内訳

（１）地域

（２）学科

（３）学年

ＩＬ調査方法

１．調査対象および方法

沖縄県内の５地域（南部・北部・中部・宮古・

八重山）の県立高等学校10校を選び、質問紙法に

よるアソケート調査を行った。対象学年は科目

「家庭一般」を履修する最初の学年とし、実施期

－１５４－

地域 度数(人） ％

部
部
部
古
山重

南
中
北
宮
八

５
８
８
２
０

５
６
１
２
７

３
１
１

８
３
１
６
５

●
●
●
●
●

８
９
６
６
９

４
１
１

合計 733 100.0

学科 度数(人） ％

普通

家政

調理

生活情報

１
９
７
８

２
５
７
７

５ １
０
５
４

●
●
●
●

１
８
０
０

７
１
１

合計 733 100.0

学年 度数(人） ％

1年生

2年生

662

７１

３
７
●
０

０
９

９

合計 733 1000
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３）食文化学習に対する関心度

4）授業で学びたい内容

5）食文化継承に対する意識

（４）性別

３．分析方法

アソケート調査の集計・分析は富士通のコンピュー

タ（ＦＭ－Ｖ・DESKPOWERSP)を用い、統計処

理ソフトSPSSにて単純集計・クロス集計を行った。

（５）家族楢成 IIL結果および考察

１．沖縄の食生活や食文化に関する認識度

図１．に示したように、沖縄の食生活や食文化

に関する14の質問項目を設け、各項目ごとに、

「そう思う」、「ややそう思う」、「どちらとも

いえない」、「あまり思わない」、「思わない」

の５段階評価で当該内容の認識度を調査した。

なお、質問項目１）～４）については具体的に

その理由を自由記述させた。

■そう思う□やや思う■どちらともいえない巴あまり思わない圀思わない

日本本土とは異なる食文化である

中国や東南アジアと似た所がある

アメリカの影響を受けている

沖縄の食はﾁｬﾝﾌﾟﾙｰ文化である

食生活は日本全国どこでも同じ

沖縄の食生活は長寿の要因の1つ

沖縄の人はよく昆布を食べる

私はよく昆布を食べる

沖縄の人はよく豚肉を食べる

私はよく豚肉を食べる

沖縄の食生活は栄養のバランスがよい

私の食生活は栄養のバランスがよい

沖縄の人は郷土料理が好き

私は郷土料理が好き

0M５０%

図１沖縄の食生活や食文ｲﾋ(こ関する認識度

100％

－１５５－

■｡

性別 度数(人） ％

男性

女性

西２

４８１

４
６
●
●

４
５

３
６

合計 733 100.0

構成 度数(人） ％

核家族

拡大家族

一人暮らし

その他

573

118

６

3６

２
１
８
９

Ｑ
●
●
●

８
６
０
４

７
１

合計 733 100.0
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表２．沖縄と日本本土の食文化の相違点一自由記述一

順位
一

（１）

答回 度数. ％

食材が違う

・豚肉をよく使う.ゴーヤーがある

・昆布をよく食べる.そばの麺が違う

・ポークランチョンミートを使う

・イラブーを食べる.野菜が多い

・山羊を食べる・ハブ酒がある

102 42.5

(2) 調理法が違う

、･豚肉を全部料理するところ

・ヘチマの食べ方・味付け（味が渡い）

・ﾁｬﾝﾌﾟﾙｰ料理が多い・独特な料理が多い

・油をたくさん使う（油っぽい）
・いろんな材料を混ぜる

・スープに油を入れる

・天ぷらの衣が違う.豆腐の作り方

,， 41.3

(3) その他

・日本本土より中国の影響が強い

・アメリカの影響を受けている

・薬と食物を同じと考えているところ
・おかずの種類が少ない

3９ 1６．２

合 計 240 100

１）「日本本土とは異なる食文化である」とい

う問いに対し、「そう思う」、「ややそう思う」

と回答した者は64.5％で、「あまり思わない」、

「思わない」と回答した7.9％と比べると約６割

の者が日本本土との違いを認識している。

どのような点で異なるのか、自由記述による具

体例は表２．に示した通りである。最も多かった

のは豚肉、ニガウリ、昆布など食材の違い、次に

豚肉の調理法、ヘチマの食べ方、チャソプルー料

理が多いといった調理法をあげている。

「そう思う」、「ややそう思う」と回答した者

のうち、その理由を具体的に記述したのは、約半

数しかみられず、日本本土とは異なる食文化だと

漠然とした認識はあるものの、明確に相違点を上

げることは難しいといえる。

２）「沖縄の食文化は中国や東南アジアと似て

いる所がある」との問いに対し、「そう思う」、

「ややそう思う」と回答した者は45.8％おり、

｢どちらともいえない」とした者は41.9％、｜どちらともいえない」とした者は41.9％、「あ

まり思わない」、「思わない」が12.5％であった。

沖縄は琉球王朝時代より中国や東南アジアとの交

流があり、調理形態や食材などで共通な点が数多

く報告されているが、それらを理解している者は

半数にも満たないことが分かった。

しかし、自由記述をみると表３．の通り、豚肉

をよく使う、味付けが似ている、妙め物が多いと

いった調理法をあげ、次に食材が似ている、米を

食べるなど比較的類似性を捉えているものの、そ

の食文化形成の歴史的背景や経緯について理解し

ている者は少ない。

３）「沖縄の食文化はアメリカの影響を受けて

いる」については、「そう思う」、「ややそう思

う」と回答した者は31.3％、「どちらともいえな

い」37.9％、「あまり思わない」、「思わない」

をあわせると30.7％であった。沖縄は第二次大戦

後27年間もアメリカ統治下におかれ、食生活や食

－１５６－
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表３．中国や東南アジアとの類似点一自由記述一

順位
一

（１）

答 ％回

調理法が似ている

・豚肉をよく使う．味付けが似ている

・妙め物が多い．いろんな食材を混ぜる

・チャンプルーが似ている

・油をたくさん使う．豚肉を全部使う

．盛りつけが似ている

・薬物料理がある・適当に料理する所

7０ 54.3

(2) 食材が似ている

・調味料・香辛料が似ている

・豆腐ようがある.中国茶がある

5２ 4０３

(3) その他

.何でも食べる.よく麺を食べる 5.4７

合 計 100

表４．沖縄の食文化がアメリカの影響を受けている点一自由記述一

順位
一

（１）

答 ％回

ハンバーガー店が多い

.Ａ＆Ｗがある

肉料理が多い

ポークランチョンミートを使っている

ファーストフードが多い

その他

・アメリカの食品が売られている

・基地がある

・アメリカ的な料理が多い

・ポテトにケチャップをつける

・ブルーシールがある

・コンビーフがある

・コーラをよく飲む

・アメリカの食生活と似ている

・タコス、タコライスがある

4２ 33.1

１
１
１
Ｊ

２
３
４
５

く
ｌ
く
く

14.2

13.4

118

27.5

８
７
５
５

１
１
１
３

合計 100

たとは意識していないようである。

一方、「そう思う」とした具体的な記ｉ

と表４．の通り、ハソバーガー店が多い、

文化に様々な影響を受けてきたが、沖縄が日本に

復帰し、その後10年を経て生まれた現在の高校生

の大半は、自分達の食生活がアメリカナイズされ

とした具体的な記述を見る

バーガー店が多い、肉料理

－１５７－
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表5.沖縄の食はチャソブルー文化だと思 う点 一 自由記述-

順 位 回 答

( 1) チャンプルー料理が多い

･いろんな材料を混ぜるから

･料理店には必ずチャンプルーがあるから

･妙め物が多いから

いろんな国の文化 (食の知和)を混ぜている

ゴーヤーを食べるから

沖純以外であまり見られない

合 計

が多い､ポークラソチョソミー トを使う､アメリ

カの食品が売られている､といった理由をあげて

いる｡ その他に､アメリカ的な料理が多い､ポテ

トにケチャップをつける､ブルーシールがあるな

どで､主にアメリカから導入されたハソバーガー

店や､ファーストフード店の多いこと､了メリカ

の食材を日常的に用いていることにその影響をみ

ているようである｡

4) ｢沖縄の食はチャソブルー文化である｣に

対して､71.2%の著が ｢そう思う｣と答えている｡

自由記述によるその具体的な理由は蓑5.に示し

た｡

痕も多いのは､チャンプルー料理が多いから､

次いでいろんな材料を混ぜるから､いろんな国の

食文化が混ざっているから､妙め物が多いから､

といった理由を上げ､約9割の者が調理法や料理

形態を意味すると思っているようである｡チャン

プルー文化といわれる所以としては､本来､諸外

国の文化 (食思想､食材や調理法など)を取り入

れ混在させているといった概念で捉えるべき表現

であるが､高校生は､実際の食生活でチャソブルー

料理が多いといった単純な意味に解釈している0

5) ｢食生活は日本全国どこでも同じか｣の問

いに対して､ ｢思わない｣､ ｢あまり思わない｣

と答えているのが46%いるが､ ｢どちらともいえ

ない｣とした者が34.1%おり､ ｢そう思う｣､

｢ややそう思う｣と回答した者も約20%いる｡こ

れをみると､食生活は地域によって異なる点があ

ることを認識している者は半数に満たず､沖縄の

特性にも気がついていない｡

6) ｢沖縄の食生活は長寿の要田の1つである｣

については､85.5%の者が ｢そう思う｣と肯定的

な回答をしている｡ ｢思わない｣､ ｢あまり思わ

ない｣と回答した者は3%とわずかで､長寿と食

生活は関連性のあるものとして捉えている0

7) ｢沖縄の人はよく昆布を食べる｣の項目に

対して､ ｢そう思う｣､ ｢ややそう思う｣と回答

した著はあわせて59.5%を占め､ ｢思わない｣､

｢あまり思わない｣とした者は9.4%と少なかっ

た｡ 平成 5年度賂理府統計局編 『家計調査年報』

日によると､沖純は全国でも有数の昆布晴人生の

多い県であり､行事食や畑土料理にも頻繁に昆布

を用いるなど､昆布食習が定着していることから､

約6割の者が昆布の摂取丑の多きを認識している

ことが分かった｡

8) ｢私はよく昆布を食べる｣については､

｢そう思う｣､ ｢ややそう思う｣と回答した者は

32%と､項目7)の約半数になったO沖縄県の総

体的な食生活と高校生の食生活は必ずしも一致し

ていないことが分かる｡

9) ｢沖縄の人はよく豚肉を食べる｣の項目に

ついて ｢そう思う｣､ ｢ややそう思う｣と回答し

た者は82.5%と多く､押紙県民の豚肉食菅につい

ては約8割の著がその特徴を認識している｡

10) ｢私はよく豚肉を食べる｣については ｢そ
う思う｣､ ｢ややそう思う｣は44.7%と約半数に

なり項目7)､8)と同様に生徒の食生活とは違

いがみられる｡前掲の 『家計調査年報』によると､

沖縄県の豚肉摂取丑は高いものの､若い世代は､

ファーストフードのハソバーガーやフライドチキ

ソ､ナゲットなども好んで食し2)､食生活も洋風

化傾向にある｡肉料理のバリューショソも広がっ
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表６．－番好きな郷土料理

順位 郷土料理名 度数 ％

Ｊ
１
１
１
Ｊ
１

１
２
３
４
５
６

Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
Ｉ
く

沖縄そば

ゴーヤーチャンプルー

ナカミの吸い物

ソーキそば

ソーメンチャンプルー

ソーキ汁

サーターアンダギー

豆腐チャンプルー

野菜チャンプルー

宮古そば

八重山そば

麩チャンプルー

三枚肉の煮付け

イナムドゥチ

足ティピチ

ジューシー

ボーボー

ラフテー

田芋ディンガク

クープイリチー

ヘチマの煮付け

上ラヤチー

アーサ汁

耳皮のさしみ

ポロボロジューシー

ちんすこう

豚肉のゴボウ巻き

トウガのおつゆ

イカスミ汁

ぐずもち

ジーマーミ豆腐

山城饅頭

８
７
２
２
６
４
４
０
５
３
３
２
１
１
１
９
８
７
７
５
４
４
４
２
２
２
１
１
１
１
１
１

６
７
７
６
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１

１ １
４
６
０
２
８
８
２
４
１
１
９
８
８
８
５
４
２
２
９
６
６
６
４
４
４
２
２
２
２
２
２

●
■
■
の
●
０
０
●
●
●
■
●
の
●
●
じ
じ
Ｃ
曰
□
●
●
６
●
●
●
●
６
０
●
◆
●

７
２
１
０
４
３
３
３
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
１
１
１

(8)

(9)

(10）

Ｊ
１

２
３
１
１

く
Ｉ

(16）

(17）

(18）

(20）

(21）
１
１

３
４
Ｚ
２

ｌ
く

(27）

合 計 100

たことで、高校生の食生活は郷土食離れをしてい

ろともいえる。したがって、豚肉一辺倒ではなく

なっているものと推察する。

１１）「沖縄の食生活は栄養のバラソスがよい」

の項目については、53.7％の者が「そう思う」と

肯定的な意識を持ち、「思わない」、「あまり思

わない」とした者は4.7％とわずかであった。

１２）「私の食生活はバラソスがよい」について

は、「思わない」、「あまり思わない」が25.9％

と項目11)の約６倍に増えた。「思う」と肯定的

な回答をした者は24.8％と減少し、総じて沖縄の

食生活はパラソスがよいといったイメージを持ち

ながらも、逆に自分自身の食生活になると必ずし

もそうではないようである。

１３）「沖縄の人は郷土料理が好き」の項目につ

いて、「そう思う」、「ややそう思う」は

65.1％、「思わない」、「あまり思わない」とし

た者はわずか4.2％であった。郷土料理に対する

県民の嗜好性は高いと考えているようである。

14）「私は郷土料理が好き」については、「そ

－１５９－
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う思う」、「ややそう思う」は48.9％と項目13）

の回答より低くなっている。逆に「思わない」、

「あまり思わない」とした者は12.6％と約9％増

加している。郷土料理の嗜好面でも質問項目７）

～12）の結果と同様に、県民の総体的な嗜好性と

高校生個人の実生活では差異が見られる。

ことが分かった。また、高校生の食生活状況は、

これまでの沖縄の特徴的な事例として捉えている

食習慣や食材とは必ずしも一致していなことがわ

かる。

２．郷土料理に対する認識と継承

郷土料理の継承状況を考察するため、好きな郷

土料理、家庭で食事を主に作る人、家庭や学校で

習った郷土料理、作れる郷土料理を調査・分析し

た。

１）「－番好きな郷土料理」は、表６．に示し

質問項目１）～14）までの結果を概観すると、

沖縄の食生活の変遷や食文化に対する県内高校生

の認識度は、日本と沖縄の食文化の相違、中国や

東南アジア、アメリカの影響などについては低い

表７．家庭で習った郷士料理 一重複回答／223名中一

順位 郷土料理名 ％

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

１
２
３
４

く
く
Ｉ
く

ゴーヤーチャンプルー

サーターアンダギー

ナカミの吸い物

ソーメンチャンプルー

豆腐チャンプルー

沖縄そI妾

野菜チャンプルー

ソーキ汁

ジューシー

麩チャンプルー

イナムドウチ

ポーポー

足ティピチ

ソーキそば

ヒラヤチー

ムーチー

クープイリチー

ヘチマンプシー

ラフテー

三枚肉の煮付け

チーイリチー

アーサ汁

耳皮のさしみ

昆布巻き

宮古そば

八重山そば

ぐずもち

ンムニー

カンピョウイリチー

フチャギ

３
０
７
４
４
１
３
９
８
８
７
６
５
５
３
１
０
８
８
６
５
４
３
３
３
３
２
２
２
１

９
５
３
３
３
３
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
４
６
２
２
９
３
５
１
１
６
２
７
７
８
９
５
６
６
７
２
８
３
３
３
３
９
９
９
５

●
Ｂ
、
●
■
■
０
■
■
Ｇ
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
凸
の
■
■
■
Ｃ

ｌ
２
６
５
５
３
０
８
８
８
７
７
６
６
５
４
４
３
３
２
２
１
１
１
１
１
０
０
０
０

４
２
１
１
１
１
１

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
７
８
９

く
く
く
く

１
Ｊ
Ｊ

１
２
３

１
１
１

く
く
Ｉ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

５
６
７
８

１
１
１
１

く
く
く
く

１
Ｊ
１
Ｊ

０
１
２
３

２
２
２
２

く
く
く
く

(27）

(30）

合計
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た通り１位に沖縄そばをあげた者が27.1％、次い

で２位がゴーヤーチャソブルー12.4％、３位．ナ

カミの吸い物11.6％、４位．ソーキそば10％、

５位．ゾーメソチャソプル-4.2％、６位．ソー

キ汁、サーターアソダギー3.8％の順位である。

最も好まれている沖縄そばと、３位のソーキそ

ば、１０位の宮古そば、八重山そばまで合わせると、

41.3％の者がそばをあげており、県内高校生の沖

縄そばに対する嗜好性の高さがうかがえる。

２）「家庭で主に食事を作る人は誰か」の問い

に対し、母親が最も多く82.8％、次いで決まって

いない5.7％、自分3.3％、祖母2.5％、父親2.3％

であった。約８割の家庭で母親が担当しているこ

とから、食生活は母親の影響を強く受けているこ

とがわかる。

３）「家庭で郷土料理を習った事はあるか」に

ついて、「はい」と回答した者は30.4％、「いい

え」は69.6％と、習った経験のある者は約３割と

少なかった。

４）３）で「はい」と回答した者に、「家庭で

習った郷土料理」を全て記述してもらった結果を

表７．に示す。１位．ゴーヤーチャソプル-

41.7％、２位．サーターアソダギー22.4％、３位．

ナカミの吸い物16.6％、４位．ソーメソチャソブ

ルー、豆腐チャソプルー15.2％、６位．仲縄そば

13.9％、７位．野菜チヤソプルー10.3％、８位．

ゾーキ汁8.5％、９位．ジューシー、麩チャソプ

ルー8.1％などで、合計31品目の料理をあげてい

る。１０位以内にチャソプルー料理が５品目も入っ

ており、家庭の郷土料理の継承はチャソプルー料

理が中心になっているものと推察する。

５）「家庭で習った郷土料理のうち実際に作れ

る料理名」を記述させた結果は表８．の通りであっ

た。自分で作ることのできる料理は22品目で、習っ

た経験のある料理数より減少し、また、実際に作

れる料理は習った割合よりも少なくなっている。

表８．自分で作れる料理（家庭で習ったもの）－重複回答／223名中一

％順位 郷土料理名

ル
ー
ル

プ
ギ
プ
ー

ン
ダ
ン
ル
ー
ル
物

け

ヤ
ン
ヤ
プ
ル
プ
い

チ
シ
ー
付

チ
ア
チ
ン
プ
ン
吸
一
一
ゥ
ぱ

プ
チ
チ
煮

一
一
ぱ
ン
ヤ
ン
ー
ャ
の
シ
チ
汁
ド
｜
そ
ば
一
ン
リ
ピ
の
一

ヤ
タ
そ
メ
チ
ャ
ポ
チ
ミ
｜
ヤ
キ
ム
テ
キ
そ
チ
マ
イ
ィ
肉
一
一

一
一
縄
一
腐
チ
ー
菜
カ
ュ
ラ
ー
ナ
フ
ー
古
一
チ
ー
テ
枚
ム

ゴ
サ
沖
ソ
豆
麩
ポ
野
ナ
ジ
ヒ
ソ
イ
ラ
ソ
宮
ム
ヘ
チ
足
三
ン

１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ

１
２
３
４
５
６
７
８
９

く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く

８
７
１
２
５
２
７
３
９
９
０
６
７
２
３
３
９
９
９
９
５
５

凸
●
●
●
■
Ｏ
Ｂ
Ｂ
●
Ｂ
●
●
■
■
巳
■
●
●
■
Ｃ
●
■

０
５
２
１
８
７
６
６
４
４
４
３
２
２
１
１
０
０
０
０
０
０

４
１
１
１

１
５
７
５
９
６
５
４
１
１
９
８
６
５
３
３
２
２
２
２
１
１

９
３
２
２
１
１
１
１
１
１

ｊ
ｊ
Ｊ
１
Ｊ

１
２
３
４
５

１
１
１
１
１

く
く
く
く
く

(17）

(20）

合計 308
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表９．小・中・高校の授業で習った郷土料理一重複回答一

学校 郷土料理名 度数

ボーボー

サーターアンダギー

ジューシー

沖縄そば

ゴーヤーチャンプルー

チン･ピン

三月菓子

５
４
２
１
１
１
１

小学校

ボーボー

チンピン

サーターアンダギー

ジューシー

沖縄そば．

イナムドゥチ

野菜妙め

ぐずもち

８
７
５
３
３
３
３
１

中学校

チンピン

沖縄そば

ヒラヤチー

ポーポー

４
９
２
１

６
５

高校

６）「小・中・高校の授業で郷土料理を習った

ことはあるか」の問いに対して、「はい」と回答

した者は18.4％とわずかであった。「はい」と回

答した者に、習った郷土料理を小・中・高校別に

記述させた結果、表９．に示したように小・中・

高校ともポーポー、ヒラヤチー、チソピソといっ

た菓子類の実習が多い。また、習った経験はある

が料理名を覚えていないなどの回答もあった。

高校で実習した料理の品目が少ないのは、アン

ケート調査の対象を「家庭一般」を履修する最初

の学年とし、調査時期が９月で履修期間が短かっ

たことによる。前述した高校教師対象のアソケー

ト調査の結果は、約８割の教師が調理実習に郷土

料理を取り入れていることから、今後は習った者

の割合や料理品目は増加すると思われる。また、

沖縄そば、チソビソの回答数が多かった理由とし

て、一部の高校でアソケート調査以前に、調理実

習で取り入れていたことも要因かと思われる。

７）「学校で習った郷土料理で実際に作れる料

理」を記述させた結果、表10.に示したように科

理名、人数共に少なかった。これらの結果から、

小・中学校では郷土料理の調理実習の回数は少な

く、その知識や技術では郷土料理の継承に結びつ

きにくいと思われる。高校で習った郷土料理のう

ち、チソビソ、沖縄そばは作れると回答した高校

生が多いことから、今後の授業展開によっては、

郷土料理継承に結びつくものと推察する。

８）仏壇の有無と供物に対する意識

沖縄の食文化は年中行事との関連性がある。盆、

正月を始め、清明祭、彼岸などの行事にはこれま

で継承されてきた重箱料理、御三味といった料理

を仏壇に供えてきた。そこで仏壇の有無と供物に

対する意識を分析することにより、年中行事にお

ける食文化継承の可能性について考察する。

①「あなたの家庭に仏壇がありますか」の問い

に対し、図２．のように「ある」と回答した者は

35.7％で、「ない」は64.3％であった。

地域別でみると、北部41.5％、八重山38.6％、

宮古37.7％でやや高い傾向を示した。

②「仏前に供える供物の由来を知っていますか」

－１６２－
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表10．自分で作れる郷土料理

（調理実習で修得したもの）－重複回答一

ロ知っている 回知らない

全休

南部

中部

北部

宮古

八重山

0％２０％４０％６０％８０％100％

図３仏前に供える供物の由来を知っているか

に対し、図３．のとおり「知っている」と回答し

た者は56.2％、「知らない」は43.8％であった。

地域別では、「知っている」と回答した割合は

八重山が最も高く64.3％、次いで南部59.7％、最

も低くかつたのは北部で46.6％であった。北部は

仏壇のある家庭は他地域より多いが、供物に対す

る知識はやや低い。

③「仏前に供物をすることに対してどう思うか」

の問いに対し、図４．に示したとおり、「家庭の

習慣だから大切なこと」と回答した者が66.6％、

次いで「大切だと思うが面倒」17.9％、「わから

ない」11.5％、「やる必要はない」4.1％と、約

７割の者が大切なことだと認識している。

ロある ロない

八

、秘２０％４０，６０％８０％100％

図２自家に仏壇があるかないか

100％

！ Ｉ80％

|
’

、わからない

60％ 「￣￣￣￣￣￣￣!

囮やる必要は
ない

40％

□大切だと思
うが面倒

20％ ｜
丁 |￣’

し.］ ，

■家庭の習慣
だから大切

0％ 宮
古

八
重
山

北
部

中
部

南
部

全
体

図４仏前の供物に対する意識

－１６３－
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地域別でみろと、「習慣だから大切」と回答し

た割合が最も高かったのは宮古で73％、次いで八

重山70％であった。反対に低かったのは中部で

61.8％と意識に差が見られる。中部は高校生の意

識が他と比較して低いのは仏壇のある家庭が他地

域より若干少なかったことも要因の１つかと思わ

れる。

いずれの地域も仏壇に供物をすることに対し、

「大切」だと捉えている者が６割以上と高いこと

から、今後も何らかの形で継承していくものと推

察する。供物の形態や内容については伝統的な料

理や菓子の種類が簡素化され、料理を外部に委託

する簡便化傾向もみられるので、今後も調査が必

要だと思われる。

ス集計を行い、考察した結果は以下の通りである。

１）「沖縄の食生活や食文化を学んでみたいか」

の問いに対し、「学んで承たい」21.6％、「ある

程度学んでみたい」の54.8％を合わせて76.4％に

なり、「学ぶ必要はない」5.6％、「わからない」

18％と比較すると関心度の高いことがわかる。

学科別でみると、図５．の通り「学んでみたい」、

「ある程度学んでみたい」と回答した割合が高かっ

たのは調理科93.5％、次いで家政科83％、生活情

報科77.6％、普通科73％の順であった。４学科の

うち、特に調理科や家政科で興味・関心の高いこ

とがわかる。両学科では、「食物」、「調理」な

Ⅷどの専門の科目を履修することや、進路選択の時

点で食物関係に興味を持っている者が多いことに

依るものと思われる。

３．食文化学習に対する関心度

沖縄の食生活や食文化学習に対する関心度につ

いてのアンケート調査を単純集計、学科別のクロ

100％

80％
■わからない

60％
■学ぶ必要はない

40％
□ある程度学んで
みたい

20％
■学んでみたい

0％

普家鯛生全
通政理活体
科科料情

報
科

図５沖縄の食生活や食文化を学んでみたいか

－学科別クロス－

２）１）で「学んでみたい」、「ある程度学ん化に独自性があるといわれているから13.9％、伝

でみたい」と回答した者に更に学びたい理由につ銃を受け継ぐべきだと思うから12.7％、その他

いて質問し、その結果を図６．に示した。学びた4.6％、祖父母や親、先生に大切だといわれるか

い理由の第１位は、沖縄の特徴的な食材の扱い方ら1.1％の順であった。

や調理法を知りたいからで27.1％、次いで地域の学科別にみると、調理科、家政科では「沖縄の

文化や食生活の特徴を学ぶことは大切だから特徴的な食材の扱い方や調理法を知りたい」と答

22.9％、なんとなく17.7％、沖縄の食生活や食文えたのが段も多く、普通科では「地域の文化や食
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意識一学科別クロスー

ヒ切」との理由をあげて３）１）

図７

３）１）で「学ぶ必要はない」、「わからない」

と回答した者にその理由を尋ねたところ、１位．

なんとなく55.6％、２．家庭や学校で習う機会が

ない16.8％、３．昔の食生活や食文化を学ばなく

生活の特徴を学ぶことは大切」との理由をあげて

いる。調理科では特に「沖縄の特徴的な食材の扱

い方や調理法を知りたい」が50％を占めるなど、

学科によって学びたい理由がやや異なっている。
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■そう思う□ややそう思う■どちらともいえない■あまり思わない②思わない

食生活の歴史

(これまで何を食べてきたか）

琉球王府の宮廷料理

中国や東南アジアとの共通性

戦前の食生活(終戦前）

戦後の食生活

(アメリカ統治時代の形容）

曰本復栂後の食牛譲

特徴的な食材の由来

行率食の麺類や内容

本土と沖縄の行事食比較

食器･器具麺の移り変わり

郷土料理の国理実習

郷土料理と栄養

食事様式の移り変わり

食事のマナーやタブーについて

食材の薬効

ＯＮ５０防

図８授業で学びたし､内容

１，％

ても生活できる10.4％、４．伝統的なものは古くせると、81.6％の者が大切だとしている。したがっ
て煩わしい８１％、５．沖縄を意識する必要はなて授業の中に何らかの形で取り入れて行くことの
い7.5％、６．受験勉強とは関係ないから1.7％の必要性を確認できた。

順であった。学科別に分析して見ると、図７．に示した通り
学びたくない理由としては「なんとなく」や、「とても大切なことだと思う」、「ある程度大切
「習う機会がない」などの回答が約７割を占めるなことだと思う」の双方を合わせた回答数は、１
ことから、学習する内容によって興味・関心は高位が調理科94.8％、.次いで家政科83％、生活情報
<なるものと推察する。しかし、一部の生徒は科80.3％、普通科79.7％と、項目１）と同様に調

３，４，５の回答のように郷土の食文化に無関心理科で特に興味・関心の高いことがわかった。
で、学ぶ必要はないと考えていることから、その

ような生徒に対し、今後どのように指導したらよ４．授業で学びたい内容
いかが課題となろう。「沖縄の食生活や食文化について授業で取り入
なお、この設問では学科別の特徴は見られなかつれろとすればどのような内容を学びたいか」につ
た。いて、１６項目を上げ、項目ごとに「そう思う」、
４）「家庭科の授業で沖縄の食生活や食文化を「ややそう思う」、「どちらともいえない」、

学んでみたいか」の問いに対し、次のような回答「あまり思わない」、「思わない」の５段階評価
を得た。「とても大切なことだと思う」28.4％、による関心度を検討した。結果は「そう思う」、
「ある程度大切なことだと思う」の53.2％を合わ「ややそう思う」と回答した関心度の高い割合か
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それぞれの項目を学科別でクロス集計したとこ

ろ、いずれの項目についても調理科、家政科の生

徒の関心度が高かった。

ら順に示す。

結果は図８．に示したように、関心度の高いも

のは１．郷土料理の調理実習68％、２．沖縄の行

事食の種類や内容60.5％、３．沖縄の特徴的な食

材の由来58.4％、４．薬膳・薬用食物の効用

58％、５．戦後沖縄の食生活（アメリカ統治時代

の影響）５３％、６．食事のマナーやタブーについ

て51.3％、７．本土と沖縄の行事食比較50.6％、

８．郷土料理と栄養47％、９．日本復帰後の食生

活45.8％、１０．戦前の食生活43.6％、１１．食生活

の歴史42.1％、１２．琉球王府の宮廷料理40.1％、

の順位であった。

「そう思う」、「ややそう思う」と回答した者

の割合が50％を超える項目をふると調理実習や行

事食、食材といった調理に関するものが多く、食

生活の変遷や食文化史的な内容についてはやや関

心度は低い傾向にあった。食文化史的な項目では

具体的にどのような内容なのか理解できなかった

者もおり、関心度の低さにつながったようである。

また、家庭科の授業即ち調理実習という安易な

受け取り方をする生徒も多い。教師対象のアソケー

ト調査でも、高校生は調理実習に対する関心度は

高いが、座学は低いと回答した教師が多かったこ

ともそれを裏付ける．

５．食文化継承に対する意識

「沖縄の食生活や食文化を受け継いで行きたい

か」の問いに対し、図９．に示したように「受け

継いで行きたい」、「ある程度受け継いで行きた

い」と回答した者は80.8％と大多数の者が食文化

継承に対して肯定的な意識を持っていることがわ

かった。

地域別のクロス集計で分析した結果、全地域の

７割以上の者が沖縄の食文化の継承に肯定的な意

識を持っている。特に中部で85.3％と高く、最も

低かったのは北部で72％であった。先に述べた仏

壇と地域の関連性では、中部に仏壇のある割合が

少なく、北部地域で高かったことから、家庭に仏

壇があり、何らかの行事で食文化を継承しやすい

環境にある場合、それらの背景にある手間や煩わ

しさなども、今後の食文化の継承の意識に影響が

あるものと推察する。

学科別でみると、図10.に示したように「受け

継いで行きたい」、「ある程度受け継いで行きた

い」と回答した割合が最も高いのは調理科

100％ ￣￣￣￣1

１
80％

回わからない

■受け継ぐ必要
はない

60％

Ｉ

■あまり受け継
ぎたくない

4，６

｜
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
‐
’
し

□ある程度受け
継いで行きた
い

■受け継いで行
きたい

20％

|‘~’
Fl
lI-

0％

八宮北中南全
丘古都郡部体
山

図９沖縄の食生活や食文化を受け継いで
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図１０沖縄の食生活や食文化を受け継いで
行きたいか－学科別クロスー

93.5％、次いで普通科79.6％、家政科78％、生活

情報科77.7％であった。
また、平成11年文部省告示『新学習指導要領』

では、家庭科の専門教科に科目「食文化」が新設

された。この科目は、調理師法施行規則の一部改

正（平成９年度５月12日厚生省令第48号、平成１０

年度４月１日から施行）により、新たに「食文化」

（１単位）の履修が求められたことに対して設け

られたものである0)。その目標は「食生活の変遷

と文化、日本と世界の食文化などに関する知識と

技術を習得させ、食文化の伝承と創造に寄与する

能力と態度を育てる。」いと掲げられた。内容の

取り扱いについては「日常の食事、地域に伝わる

行事食や郷土料理を取り上げ、食のもつ文化的、

歴史的な側面について考えさせること。」‘〕とあ

る。このことから､当該は調理科において特に重

視される内容である。一方、普通教育に関する科

目「家庭総合」においても、衣食住に関する内容

については生活文化の視点で捉えることに重点を

置いていることから、それぞれの科目の限られた

時間内で当該の内容を効果的に指導することが必

要であろう。

６．今後の授業内容

以上の結果から、生徒は沖縄の食生活の変遷や

食文化史的な認識度は低いものの、食文化学習へ

の興味・関心、食文化継承に対する意識は高いこ

とがわかった。特に、今後の授業で学びたい内容

は郷土料理の調理実習や食材、行事食といった調

理に関するものが多かったが、これらが形成され

てきた食生活の歴史的な移り変わりを軽視するこ

とはできない。家庭科教育辞典によれば「食生活

の変遷」の内容として「食生活は、風土や社会的

背景（宗教や習慣等）によって、それぞれの地域

でつくりあげられてきた文化である。食生活の変

遷は、過去の食生活を明らかにするとともに、現

在の食生活を理解し、更に今後の食生活を考えさ

せること。」３)とある。そこで、地域の特性を生

かした授業内容としては沖縄の食生活の歴史的な

流れや食文化史的な内容を、日本本土、中国・東

南アジア、アメリカ統治の影響と比較しながらそ

の特徴を明らかにすることが必要だと思われる。
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および教材・資料の検肘（第２報）－沖縄県内高校生の認識・関心度について－

Ⅳ．要約

沖縄の食生活の変遷と食文化について県内高校

生の認識度や関心度を調査・分析し、下記の結果

を得た。

１．沖縄の食生活や食文化の特徴的な項目を上

げ、県内高校生の認識度の調査・分析を行った。

その結果、日本本土と食文化の異なる点、中国や

東南アジアとの類似点、第二次世界大戦後のアメ

リカ統治の影響といった歴史的背景に関する認識

度は低い。

２．家庭で郷土料理を習った経験のある者は

30.4％で、経験のないものは69.6％であった。習っ

たことのある郷土料理は、ゴーヤーチャソプルー、

サーターアソダギー、ナカミの吸い物、ソーメソ

チャソプルー、豆腐チャソプルーなど、総数31品

目であった。１０位以内にチャソプルー料理が５品

目も入っており、家庭の郷土料理の継承はチャソ

プルー料理が中心になっている。

３．小・中・高校の授業で郷土料理を実習した

経験のある者は18.4％と少なかった。習ったこと

のある郷土料理は、各校共通して、ポーポー、ヒ

ラヤチー、チソビソといった菓子類が多かった。

４．小・中学校では、郷土料理の実習は少なく、

料理の継承に結びつきにくいと思われる。高校で

は、実習に取り入れた料理は各自作ることができ

ると回答した者が多いことから、今後の授業展開

によって、郷土料理の継承に結びつくものと推察

する。

５．仏壇に供物をすることに対し「家庭の習慣

だから大切なこと」と回答した者が66.6％、次い

で「大切だと思うが面倒」17.9％、「わからない」

11.5％、「やる必要はない」4.1％と、約７割の

者が大切なことだと認識している。

いずれの地域も仏壇に供物をすることに対し、

「大切」だと捉えている者が多いことから、今後

も何らかの形で継承していくものと推察する。供

物の形態や内容については、伝統的な料理や菓子

の種類が簡素化され、料理の外部化など、委託す

る簡便化傾向もあるため、今後も経時的に調査が

必要だと思われる。

６．沖縄の食生活や食文化を「学んでみたい」

は21.6％、「ある程度学んでみたい」54.8％を合

わせて76.4％、「学ぶ必要はない」5.6％、「わ

からない」１８％と比較すると関心度の高いことが

わかる。

学科別でふると「学んでみたい」、「ある程度

学んで糸たい」と回答した割合が高かったのは

１．調理科93.5％、２．家政科83％、３．生活情

報科77.6％、４．普通科73％の順であった｡特に

調理科や家政科で興味・関心の高いことがわかっ

た。

７．学んでみたい理由として、１．沖縄の特徴

的な食材の扱い方や調理法を知りたいから

27.1％、２．地域の文化や食生活の特徴を学ぶこ

とは大切だから22.9％、３．なんとなく17.7％、

４．沖縄の食生活や食文化に独自性があるといわ

れているから13.9％、５．伝統を受け継ぐべきだ

と思うから12.7％、６．その他4.6％、７．祖父

母や親、先生が大切だというからが1.1％であっ

た。学科別で見ろと、調理科、家政科では「沖縄

の特徴的な食材の扱い方や調理法を知りたい」が

最も高く、普通科では、「地域の文化や食生活の

特徴を学ぶことは大切」であった。調理科では、

特に「沖縄の特徴的な食材の扱い方や調理法を知

りたい」が50％を占めることから、学科によって

意識はやや異なっている。

８．学ぶことに対して消極的な回答をした者の

理由として「なんとなく」、「家庭や学校で習う

機会がない」が約７割を占めることから、学習す

る内容によって興味・関心は高くなるものと推察

する。

９．家庭科の授業で当該分野を学ぶことについ

て、約８割の者が大切だと認識しており、授業の

中に何らかの形で取り入れることが望ましい。

学科別で見ると、１．調理科94.8％、２．家政
ｂ

科83％、３．生活情報科80.3％、４．普通科

79.7％の順に意識は高かった。

１０．当該分野を授業で取り入れるとすれば、ど

のような内容を学びたいかについては、１．郷土

料理の調理実習68％、２．沖縄の行事食の種類や

内容60.5％、３．沖縄の特徴的な食材の由来

58.4％、４．薬膳・薬用食物の効用58％、５．戦

後沖縄の食生活（アメリカ統治時代の影響）

53％、６．食事のマナーやタブーについて

51.3％、７．本土と沖縄の行事食比較50.6％、８．

郷土料理と栄養47％、９．日本復帰後の食生活

－１６９－
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45.8％、１０.戦前の食生活43.6％、１１.食生活の歴

史42.1％、１２.琉球王府の宮廷料理40.1％（以下

省略）の順に高く、調理実習や食材、行事食といっ

た調理に関するものが多かった。食生活の変遷や

食文化史的な内容についてはやや関心度は低い傾

向にあったが、食生活の変遷、食文化はそれぞれ

単独の内容ではないため、それらを有機的に関連

させた興味・関心のもてる内容の検討が必要であ

る。

１１．沖縄の食生活や食文化を受け継ぐことに対

し「受け継いで行きたい」、「ある程度受け継い

で行きたい」と回答した者は80.8％であった。

１２．今後の授業内容として、沖縄の食生活の歴

史、食文化史的な内容を日本および中国や東南ア

ジアとの比較、アメリカ統治の影響について考え

させ、その特徴を理解させることが必要である。
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今後の課題

教師、生徒対象のアソケート調査の結果を基に
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の試案および「沖縄の食文化史年表」、「特徴的

な食材の由来や系譜」に関する資料や教材の開発

を課題としたい。
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